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また軍吉A 白身の今後（！）；土、大方のftP叱正により，ノミンコケやチャンケブ 1le ，~－－ に多い，. f也のあ！人
l/il:n研究によず〉て補充していきたu、と思う。一つは第 2次｜止界大戦直殺にカンボジアペ〉弓オス
とくにラオスを経由して 1紅花ケイに作H：し、 2・刀、 1，『
初期移住のベトナム人たちI 
たいわゆる前述の難iモグJレ一 7ーでふ t;- 二円ゲルノ
18世紀の移住者- 7＇九込とく｛ご近年々 イ政治七＇）一つ山点：， Uとさえ
ベトナム人のタイ居住史の初期の例としては，なぺている （／）である c
主ず17ilt紀のケイの首都アュタヤ（Ayuthaya）にお以下二，：l九ケイ在住ベト十ム人問題にっ

















































」大きな戦乱 i,fょく J改情はトな I）安定してL、たり
こ λ いこの 1772年にいた－，ごーいわゆと~） I/ j、！:,, 
(Tay,c出ゾ〕乱：＼¥JIJ発L‘これを:r1n設に J 行、寸ム全
11土i土戦，月Lにiリjけ〆ff)lることどな；）、 二円状態；t
以i支1'1世紀初：Tl士、 、jこのーであ，，之 ：－ してそ
の結果、 ':.-it •:C. で形式的 t，＿ 存在／ニ J ＇！こi支J,号i;,店主ケ
イノン Lア）百L;こと｝ご ＿＇（；／し _:=-（）守 f、Fン，：，）＿｝ブJ
も一時i土色J 、トートムを抗・し王朝を間：¢－C「るほどf
、守
、一 を汀し f二：J・司 そjしも束山口：iで守 究極的には
ji:,氏en一法f、こら : t日Jt，こよ J て？5長i王さ :il, J：ト十
ムi土191正紀初日： （180三年）以後，二工ユ二／；：1心とした
，，王明時代と L、3新時代を迎える Lりであるc とr，可
i{寺（二、 間 j古「えきは‘ この（；£！？五日央内全1統 ＇）品m
l二JSL、て， ？うシスのつトリノヤ1工牧師！二r二三一
・ド・ィ、－ ' '.I》j巳flじ以l 〔leB’hパinc: を中心とするブ
ランス人努力ゴ）援助主1！｝たことか人。 jソ、f-i¥:71 :/ 
ス勢力円、ト 4 ム介入が強士：）宅 二_jl ,J; v') t）山長fl
iそJ由化八J)導火線と，にった ξヶワー字主であるι
とこんでうこうした18lt紀（＇）戦乱 11fむをi〔ITえて，
＇＇トナム人 ，！） 9-1；こは 1780年代からバンニ1）など乍
イ～ li定吉Lをi蛙けて干名住ずる右主ユ見わ／lたのであ
る。その；j/§ l J ! ¥YI］としては司 たとえ；主＼ ,-,-1-ι ＇ 、， sν ？事ー’P
王朝日）但と fより嘉隆帝と 1，子；主Jt／こ， _ Ja41i央の恥I）将
」~た九で，＼＇）＇ふ～ ：出I央；よタ fヅ L勢力に」文め人i.l
て大部分、I)('f／，‘死亡した 氏山う γ） ,;' );jγjニ己、；＇.r生
き残りの一人であるがラかれはベトナム南部（＝コ
与子 Lナ〉；ニj3 L、て 氏再興山努力士行なってし、
たが、 17市年にはゴヤ〉ク五集に分来したJ';I~ 下と
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かん逃亡Lて弓：1・ c~ 経 dl にて 1：，，：福映軍に f;-流すべ
く、 i ;1 t/AS実力－；，，、るはずのノミンコケにfこどり＇｛ jv 、た
のであ ＇） たり しかしかれらのうど！j若した時， !'.i；京映
はすでに／こト十ムに帰国した後であった。
Nguyen ITuynh Due 仔J市がラ~－-: l iltに自分た
九日）〆ζ ト？ーム！~HJ-ドワ希望を述べ、 それにつL、ての
J差W1を乞うたが， そのさいラ－－ -, r l出土li)t!J：土こ





























































































1. Bangpho !Wat Anamnikayaram I SjQuang-
I I I Phuoc 
2.そraphanKas !Wat Sammanamborihanl 9IC叩 h-
I I I Phuoc 
3. Ratsawongse I、N'at Kusalsamakon llOIPho-
I I I Phuoc 
4. Yawaraj IW at Mongkolsmakom I SIKhanh-
I I I 日。i
5. Yawanaj IWat Lokanukra I 31Tu・Te
6. Yawaraj 
7. Talat Noi 
Wat Chaiyabhumikaraml 6ITuy-




8. KanchanaburilWat Thavornvararam l19!Khanh-
I I I Tho-Tu 
チャンダブリ ｜ ｜｜ 
9. Chantaburi !Wat Khetnaboonyaraml llPhuoc-
Dien-Tu 
ソンクラ
10. Songkhla IW at Thavornvararam I ZIKhanh・
Tho・Tu
一一一一一一一一一一一一一一一一Lー←一一一一一
（出所〉 Ministry of Education, Department of 
Religious Affairs, ,1nnual Report of Religious 
;lctivities for 1965, p. 153. P. A. Poole, The 



































































































・チャウ u』hanBoi （一、hau）ヤファン・チャウ・チ 役翼〆pていたことは十分に予想しうる。光復会は
















したが， H本は llJ07年の日仏協定の締結などを契 テリラ~？i少民族資本家などき：中心に勢力を有した
機にフラシて側の渓詰をうじて翌 190付与ミヘトナム が， 19；均年にく二の国民党が指導したイエン・ノミイ
青年たちを国外追放に処した。 この時，日本を迫 (Yen Bay）兵営襲撃事件はインドシナ官憲によっ
われたへトナム青年たちのある者は中Iiに赴いた てたちまち鎮圧され， グヱン・タイ・ホックをは
が，また他の一部の者はタイに渡ったのであった。 じめその指導的幹部はほとんど処刑されて壊滅し























のR司同 liで「ンヤム在fl，：アンナ〉入親受会J(H< ｝ l 














































































































Le Viet-Nam, Hist併合etCivilisatio坦（Paris,1955), 




Wenk, The Restoration of Thailand under Rama 
I 1782～1809 (Tucson, 1968）.タイ和lj史料ーとは抗告で映
は， 1792午を慨に，それ以前!JOng Chieng Suとし
て，それ以後は ChauAnnam Kokと呼ばれている。
C，上 3) こJノ話は Minh Tan, No. 26 (June 25, 
1965), pp. 42～43にも記録されている。なお Mi耳h
Tanはサイゴンで出されている儒教関係雑誌である。
（注4〕 PeterA. Poole, The Vietnamtse in Th-
Ⅲ　第２次大戦後のベトナム人難民をめぐる諸問題
1971070077.TIF






（注5) P.A. Poole, The Y iet坦amcsez・ll・…，p.32, 
n. 4. 
（注6) P. 0¥. Poole, The Vietnamcs,: in . 
p白 32,n.2.ベトナムにおけるキリスト教弾庄の歴史に
勺いて仁次の日「たがある。 Trι口－Minh-Tiet,Histoire 
des Persecutions au ViU-nam (Paris. 1955), 277 p. 
（注7,: Marcel Gaultier, i'Jinh ]¥,fang (Paris, 
1935), pp. 145 et seq. 
〔庄8〕 P.A. Poole, The Vietnamese in…・， P
34, n. 12. 
（主 9) M. (;aultier, Minhι｛anふ p.145. 
（注10) Virginia Thompson, Thailand，γhe 1Vew 
Siam. (:-Jew Yれrk,1941), p. 13. 
（注11〕 P.A.Poole, The Vietnamese in, ..・，p,28.
（注12} Le Thimh Khoi, fr Vietλ：am .. , ,p. 389. 
（生13〕 谷川栄殻『賀商アジア民枚解放運動史j（東
京， 1969に〕，り1-＇.ー／行
Cit 14) Le ¥/Ianh Trinh，“In Canton and Thai-
land，＇’ Days with Ho Chi ]¥finh (Hanoi, 1962), p, 
118. 
（注15) I. ¥1ilton Sacks，“Marxism in Viet 
Nam，” Frank N. Trager, ed., Mar.rism in Southe-
ast Asia, A Study of Four Countries戸tanford,
1959), p. lゴ3.
（注16〕 I.M. Sacks, ,'¥farxism in Southeast・・・…， 
p. 1:27. 
（注17) V. Thompson & R. Adloff. The Left 
1Ving in Southeast ,4sia (~·,ew York, 1950），犬）［手
孝平訳『東南アジア』（東京， 1951年）， 67ベージ。
Charles F. Keyes, Isan: Regio削 lis澗 inNorthe-
astern Thailand (Cornell Thailand Project, Data 
Paper No. 65. 1%7), p. 23. 
（注18〕 V. Thompson & R. Adlo百， TheLeft 
lVing in・ …，『以南アシア』， fi8ベージ。
（注19) Bui Quang Tung，“Contribution to the 
Study of Vietnam田 eColonies in Thailand," Fran-
ce-Asie, XV (sep. 1958), pp. 439～451. 
〔t主20) ジョピブR・スタロピンち，皆！昔、す蔵書U＇ふ
の限でみたインドシナ』（東京， 1955年）， 12ベ－ yo 





































たとえば， カLボジアで；土終戦か九ゴ tJn後ハ iこ対仏抗戦臨時政府を樹立して， ラオスの独立を
1CJ,J5午10.H；二‘イギリス軍合中心とした述什平山 立正した。しかし，このラオ・イサラは翌 1916年
支民！っこっランス勢ノりが巧びi¥['l]iし『 :'_¥ il;jJ）古1 3 J Jラ iザ進駐したフランス軍によー pて次々とその
でおり、 戦1fji山中川反仏行引を通じて民民主主主‘ 根拠地を陥され， ついにメコン河を隔てて隣fまの
として lよ〈勾lられていた、pン・ゴク・ゲン i:';on タイ東北段目こ！脱出しなければな.－， ，＇.よかった心二 ・1¥
:¥p.nじ Thanh）を逮捕し， fイコ、ン；二j三仁I> （／バ〉さ この時二のラ寸・イ十ラと共に 1万数千家族にのぼ
らにフヲ J ス；二送ソ －c これをl~~たした’ ii, 2 J。 るごy寸主在住ベトナム人たちがそれぞれ同住地の
'j時のカ／ + / －，，在住ベトナム人：上守 、ノ：／・ゴ メごZ:,. ;,sをはさむ立、tfi:（／）東北タイ誌J1,に移忙した
ケ・ケン iこ，；ト寸ム人ジ）_il]がHULておリ， -f)- ｛二f ので〆b ,tこ。武装したヘトミン努力t在住ベトナ
ンで教育をうけた人物であらと‘、うこともあ p ム人たちにできるだけラオスにi上主 J hてば仏闘争
て？；ぅ、れを支Hし司 む汁｝＇＼！長士布！土ご Lヴ三ゾJで？h-' 士民！出すと）ように；Jt1l令Lfこようであるが， 在住べ
た。、ノン・コ 7.γ ン刀A 連出さ，jG/:. ,' J ＇.！：契機；二、 ト寸ム人たち；立i王とんと、若のみ毛令のま主て‘， 4、舟
かJLと主d長を：［，，］じくする{f[¥l、‘jこ：， 1土当Ii寺廿イ ν勺支 でt，る＇.、 i.t i土j灸にi主泳し、で、』コンi百［をi度＇）て夕イ
配 i、に占〉〆 yたノ；，，ゲンパン！Bυlt川 n
ム I｝ア、／マ一 1メl印口 Reap) )I乙，ど北西諸＋i；二逃Xe, ブラ〆スifはこうしたゲ f仰iへの脱出すに砲火を
そこを主主主としてり J;j；シ、アの半期独立実現v>ix: iri s:_i、1二た。そしてi寺には，その砲火；土メコン対Ft
（ム闘争にはい J ! tこのであるっ こ山ヤルーペ土＇； / のワ ｛ ()l!] /f, If] （たとえばナコン・パノムく>Jakhon
ール・イサ弓ク，r-.:hmer I a,ara 
（｛）＂↓jに多数のノく lj→ム人も足ってL、たのである。 r Iニのほかに， 第 2次大戦点iをから克年 2J-に
jif:君主 i)1~JJ 政治家イリディ（／）指導下にあ－ ＇たゲ f政 かu－ての時期には，復帰したフランス怖の圧迫を
府；：しこうしたば仏闘争を展開してL、るh＇：成主義 逃れてサイゴンたど／ミトナムイ王国からケイに亡命
'"(iに1,'：古を示 L, カ寸l人；ニ隣接の守イ詰＋1，－.のrt する二行も汗千はいたようである（iι 九
来や移住をY-1:r;J)；したのであった。カ＞ ;J:、シアの百 さて，東北守イ iこデ；j右こしjこ避難民f二九；土、民初
;'¥Ml'i日I：こL、たペト十ム人数百人が l叶，15i['-9＇にケイ はケイ官）l°＇： に上って総織的に居住主主鈷させられた
のプライーンつ 1) (I'れ1chinliuri} d、防住LJこ，， :1 -, り抗日j!Jしたりされなか－：，たのでその人数を正しく
一方， ラオ L居住ゾ〉ベトナム人もヤ；士り第三次 把搾－j－ることはできなかった。のす〉に乍イ政再rnu1
大戦i江後円ブニFンてのインドシ十辺町に強く｝ズ付 で i工，終i~x直iをの時期にカンボジ7やラオスから
L, 終戦直後にてブァヨボン段下 fフラす－；， (') ft:t 移住してきたベトナム人の家族数は 1万3000,%1と人
主義者に上－，て結成された反仏吋f-;j;(T）ラ寸・ 1+I- 数t土－17i6700人であ〆〉たど推定してL、る＜i! 7）。もち
ラ：LaoIs忘れれし白山子寸ス）を支持して L、たむこの ろ／！ノラそのう九の大多数はラオスからの避難民で
ラォ・イサラはフ弓ンス軍のラオス再進駐に先立 あらノぷ、 元寸しらは北ベトナムl出身者が多く，した








サパナケ 1 卜にいたもの iまタト・パ／ム（That





















































































































東北タイのメコン河沿い13州（1.Chiang Rai, 2. Nan, 
3. l:ttaradit, 4. Loei, 5. Nong Khai, 6. Nakhon Pha-
1971070081.TIF
nom, 7. Ubol Ratchathani, 8. Sisaket, 9. Surin, 10. 
















Nong Khai, <21 Nakhon Phanom, (3) Ubol Ratchashi-









































































共存政官，l) 採用灯、ど IB ド（~fl雫i立の緊張緩和という事





[,t] !I女1在；：tnWf,fi王女＇.：1：£でもこj1 ：布一乙J：打九I¥ミ；！1ノ iこん
に対するす］干1i仁？ぜ、し i斗化政東を探用したのである




タイ政！日のJ}IJの要請にたiするJ三インドk｛史郎i土，、！ム本1Jに送i宝！弓とし1li！交1完全一ムλ 「’ ール3~ ［』－ど
北J くトナム政府はすでにふj目に帰国を,t；：の中で，立して｛引当 L1こι
希望する難民を受け入れる府立のあることを言明ベンドンでのアジア・ γフ 1）力会議J CJSS年1「，
タイ政府による難民の本国送したとifべてL、た。：二川l市した’J ( f日夫：士；［ヒヘトナムft去との同にJI二








きるだけ多＜ j右J 、トートムに送還十；：， 15企業に－ ) ＇，、て






















































































































































































































1946 46,700 46,700 
1946-59 177 21,877 
1959 68,800 
1960 13,910 1,654 56,500 
1%1 8,203 1,449 49,700 
1962 2,709 1,411 i 48,4閲
196:1 5,988 1,274 43,700 




1961i 1 , 267 ,U, .50 
19抗7 1, :-io.s ,14 ,sα） 
（出所〉 P. A. Poole, The Vietnamese in Thai[-
and (Ithaca, 1970) p.日より作成。
第3苦笑 タイにおけるベトナム人難民の主婆
居住地区別分布（19日年）
ト人 I I lベトナム
t:p Jむ｜





21.Mg! 78,205 5,000 2. Tha Bo 6, 47,05:-l :l,200 
3. Udon 30,884 182,789 3,000 
4. Thale 5,000 119,533 3,200 
5. Nakhon Phanom 15,725 79,401 4,000 
6. That Phanom 5,000 67,200 1,300 
7. Mukdahan 12,000 64,421 3,600 
8. Ubon 27,222 101,438 4,000 
9. Prach in buri 
I:~ 
6:!,7,)5 500 
10. D出1gkok 1,299, 1,700 
1. Surntthani 19, 51,CJ:19 150 
12. I》hatthalung 10, 85,858 1,000 
日（｝唱650
( iJ¥fJi) I'. A. Poole, The Vietnamどs"in Thai［・





































































1¥: l毛として着｛壬し たが， かれのタイ｛員I］関係宥との
非公式会談での説明によると， 北ベトナム政府と
してはラングーン協定をいまだ有効であるとみな












































































































































戦争負担の軽減をはかる必要メリ ：lJ政府当局は，そのノ人数につ、f Eごl:t, ＇ょっきりいたのであるが、
ベトナム政策の転換を｝ilv、九れた。からも，ある；命ct"i／ことえばプールlξしfここと it判jらなL、c









































































〈注1〕 BuiQuang Tung “Contribution to the 
study of Vieむiarnes日 Coloniesin Thailand" France-




〈注3〕 Peter A. Poole, The Vietnamese in 
Thailand, A HistorゴcalPerspective (Ithaca, 1970), 
87 
1971070090.TIF
p. 52, n. 7. 
(T4〕 L J. I lammer, The Struggle for Indo-
china (California, 1954.1.河合1,沢「 rンド三ナ現！t; 
史』（東京， 1970年〕， 151ベーシo
〔l5) I'. A. Poole‘The i0 ’ietnam,・se in・・…， P 
53, n, 9. 
C ;i-6) E. J. Hammer, The Struggle IοF～ 
邦訳124ページ。
(, I: 7) !'. A. Poole, The Fietna111ese in・…・、 P
41. 
1、，I8) ＜、t
Thailand : A Cas日 Studyin Decision但Making’，（M.
A. Thesis, Thammasat l"nivcrsity, Bangkok, 19/iO), 
P. A. Poole, The Vietnam吋 tin・・ . , p. 53, n. 10. 
Chan氏It1950"1 'i;にμ，タ f政府<7＋！境辺、H努雰：／）
副fr］今官の任にあ た人であろ、
じ 9) 民イ l , Jt 2 ；，・‘！、戦j｛，戸外交収官をに Jいし
簡単には以下の 2 入•IIR ヰ愈照。Russel H. Fifield, The 
Diplomacy of Southeast Asia : 1945・1958(New 
York, 1958 I, Do円aid. E. Nucchterlein, Thailand 
and the Struggle for Southeast Asia (Ithaca, 1965), 
山 l正雄，r『夕 f戸東1ア ジ
京， 1968)0
( ,UO) I'. A. Poole, The Vietna111ese 1・…～P 
46. 
( , 11) P. A. Poole, The ¥: ietna111ese in . ・・,]). 
47. 
(,112) 去律：） r・ 
いる。 P.A. Poole, The Vietnamese in・・・， pp. 90 
～91 
C :'.l.:13〕 P. A Poole、TheVietnamese in・ －一目、 P
49. 
（、L14〕 Viet-NamNews A日ency,1954午 10J' 15 
日， P.A. l'oole, The Vietnamese in・・・, p. 49. 
(; 115) Fu問。lH. FilたId,The Di;,Lomacy of・ 
p.254. 
〔，（16) l!angkok Post, 195911' 3 ,  :io日ij C 
(it17〕 Bangkok World, 1959年 6月22, 26日お
ょっ7月 2日ft勺
（注18) Bangkok World, 1959年 7月11宅 18日お
よ勺21日fl。
(;il9) Bangkok World, 1959年持月 41付。
C d::20) このラングーン協定の内符の全文は P.A.
88 
Poole, The Vietnamese;,, ...ー， AppendixB, pp. B6 
～143に掲載されているので参照されたい。
f川 21） 万angkoflWorld, 1959年11月2'.!iおよu
12月15日付。
( /! 22）ド.A. Poole, The Vietnamι.~e in・ …， pp. 
64～65. 
（パ23〕 ，去還ν＇・ ＇ごめ〆f〕ヌイ；！•央委 l1 会での P.A.
Poole氏の調査による。 P.A.Poole, The Vietnamese 
in 守 e ・， p.66. 
（注24) 問趣旨のことは時々パンコクの新聞にも F
1 ・，，－吏の発三と r.て見えてしる。 fニfえば 11angf白ok
Post, 1968年11月19日付および1970fド12月14日付力ど
参問。
（注25〕 BangkokWorld, 1965年 3JJ2111Ho
（リ26) nangko.是Post,1965年 6月2日および24
日｛仁
（注27〕 NewYork Times, 1968年2月4日付。
Stan］邑yKarnow“The Looking Glass ¥Var＇’F山－
Eastern Economic Review (December 21, 1967), p. 
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さて， UJ：のように難民 A 世と難民二位との間
には大きな価値観の相違があるが， その相違はか
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